
公民  科目 公共
教 科： 科 目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組〜 7 組
教科担当者：
使用教科書： （ 教科書 教育図書『高等学校 公共』 副教材 教育図書『高等学校 公共 ワークノート』 ）
使用教材： （ ）
科目の目標

国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。 

評価規準：

1
組

2
組

3
組

4
組

5
組

6
組

7
組

公共 2

【思考力，判断力，表現力等】

【学びに向かう力，人間性等】

高等学校 令和６年度（２学年用）    教科
公民

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

（７組：田鍋）

プリント，スマートスクール端末

【 知 識 及 び 技 能 】

（１組：梅林） （２組：梅林） （３組：舟山） （４組：舟山） （５組：梅林） （６組：舟山）

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解しているとともに，諸資料から，倫理的主体などとして活動する
ために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめている。
現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理を活用して，事実を基に多面的・多角的に考察し
公正に判断したり，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論したりしている。

【公共への扉】
〇存在意義を考察することができる。
〇ヘーゲルの弁証法，アダム・スミスの自
由放任，ロールズの格差原理などの概念を
理解している。
〇現代の社会問題を理解している。

・公共的空間
・ヘーゲル，アダムスミス，ロールズ等の思想家
・ベンサムとミルの功利主義の相違について
・仏教，キリスト教，イスラム教の特徴
・水俣病，地球温暖化，医療問題
・世界の先進国と日本のエネルギー政策の違い

〇 〇

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりと
なる概念や理論について理解しているとともに，諸資料か
ら，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を
適切かつ効果的に調べまとめている。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりと
なる考え方や公共的な空間における基本的原理を活用して，
事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断したり，合意形
成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論した
りしている。

国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，
現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。

学
期

月 具体的な指導目標
アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法
実績（実施日） 配

当
時
間

評
価

学習に取り組む状況
ふりかえりの状況

評価方法と割合：

6

5

〇公正，公平についての考え方が立場の違
いによりそれぞれ異なることを理解させ
る。
〇法の下の平等，自由権，社会権などの基
本的人権は全ての人間が持っており，憲法
がそれを保障していることを学ぶ。

・政治の意思決定や合意形成の方法
・大日本帝国憲法と日本国憲法の相違点
・国民主権，基本的人権の尊重，平和主義，憲法の３
つの基本原理
・大学入試の公正・平等について形式的平等，実質的
平等，法の下の平等，社会に与える影響

〇

〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

6〇 〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

4

6

7

【テーマ学習】
〇女性の雇用状況が変化していることを理
解する。
〇成年年齢の引き下げを基に，消費者の権
利を理解する。
〇契約の基礎的な知識を身に付ける。

・雇用格差，男女雇用機会均等法
・消費者保護基本法，未成年者取消権
・消費者契約法
・問題商法と契約
・民法
・消費と経済活動

〇

〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

6

〇男女平等参画社会の実現のために，何が
必要なのかを考えさせる。
〇ヘイトスピーチと「表現の自由」が緊張
関係にあることについて理解する。
〇社会が法やマナー，道徳などのルールに
より維持されていることを理解する。

・アファーマティブ・アクションの意義
・ヘイトスピーチはどのような言動を指すのか
・通時的正義の考え方
・日本の法体系，法の分類，法の対象について
・法と道徳との相違点について
・「法の支配」と「法治主義」の相違点

〇 〇

8〇 〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

6

1
0

【現代社会の諸課題 政治】
〇選挙の仕組みを学び，さまざまな制度が
なぜ必要とされるのかを考察する。
〇国会が国政の要であることを理解する
〇地方自治では，様々な直接民主制が採用
されていることを理解させる。

・選挙制度と違憲立法審査権
・普通選挙，平等選挙，直接選挙，秘密選挙
・表現の自由，知る権利と政党政治の関連
・国会の仕組みや立法手続き，行政組織，三権均衡
・二元代表制，直接請求権
・地方自治の課題

〇

〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

9

【現代社会の諸課題 法】【テーマ学習】
〇三権分立において司法権の果たしている
役割を理解させる。
〇裁判員制度の導入意義，目的と意義を理
解させ，市民が司法参加するさまざまな機
会を考察する。

・三権分立（立法・行政・司法）
・裁判員制度，国民審査，検察審査会制度，被害者参
加制度
・刑事裁判と民事裁判
・刑法と死刑制度
・検察官と被告人の非対称性

〇 〇

〇 〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

6

【知識・技能】 全体の３分の１ 【思考・判断・表現】 全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】 全体の３分の１

確認テスト
小テスト

確認テスト
振り返りの記述

レポート

〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

1
1

〇憲法9条の解釈と日本の安全保障政策の
変遷を理解する。
〇日本の安全保障がどのように変化してき
たかを理解する。
〇核軍縮をめぐる歴史と日本の立場を理解
する。

・憲法９条
・日米安全保障条約，自衛隊の海外派遣，個別的自衛
権，集団的自衛権
・アメリカ同時多発テロ，ウクライナ侵攻
・イスラム過激派と，イスラム文化，イスラム教徒一
般との違い

〇 〇

8

1
2

【テーマ学習】
〇若者の投票率を上げるために何が必要な
のかを考察する。
〇憲法９条と日本の安全保障を両立させる
ためにはどうすればよいか考察する。
〇SDGｓが成立した経緯と，その背景にあ
る格差問題について理解する。

・投票率の低下
・主権者教育と学校教育における政治的中立性
・社会保障と高齢者保障
・国内法と国際法の効果
・憲法９条，SEALs，自衛隊
・格差問題とSDGs
・持続可能性

〇 〇 〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

6

1
学
期

2
学
期



1

【現代社会の諸課題 経済】
〇日本経済がたどってきた産業構造の変化
を学び，自身の働き方を考える。
〇財政が格差の是正，公共財の提供，景気
の安定など市場経済が招く問題への対処を
目的に行われていることを理解させる。

・ワーク・ライフ・バランス
・AI，ディープ・ラーニング，ベンチャー企業
・働き方，地方移住，テレワーク
・日本型雇用，欧米型成果主義
・税制，財政，公共財，市場経済，金融
・税収と公債発行額の相関関係，公債発行
・第一セクター，第二セクター，第三セクター

〇 〇 〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

3
学
期

6

8

〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

63

【現代社会の諸課題 情報】
【持続可能な社会へ】
〇現代社会が膨大なメディアを介して無数
の情報を受け取るメディア社会であること
を学ぶ。
〇社会の中から課題を見出し，学習してき
た公共的な見方・考え方をはたらかせ課題
解決にむけて協働して取り組む。

・メディア，テレビ，スマートフォン
・ハーバーマスの公共圏
・フィルターバブル
・情報格差
【持続可能な社会へ】においては，社会のなかに課題
を見出し，これまで学習してきた公共的な見方・考え
方をはたらかせ課題解決にむけて協働して取り組むこ
とを狙いとしている。

〇 〇 〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

2

【テーマ学習】
〇AIの進化は仕事をどう変えるかを考察す
る。
〇望ましい労働環境を考察する。
〇公共事業を民営化すべきかを考察する
〇給食制度の賛否を考える。
〇不正転売は防げるのかを考える。

・ワーク・ライフ・バランス
・AI，ディープ・ラーニング
・働き方，地方移住，テレワーク，勤労観
・日本型雇用，欧米型成果主義
・聖域なき構造改革，郵政民営化
・絶対的貧困と相対的貧困
・市場のメカニズム

〇 〇



 科目
教　科： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ ７組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

組 組 組 組 組 組 組

・社会の諸事象の概略をつかみ、まとめる能
力を養う。
・諸問題をその背景となる社会の仕組みや、
実社会での現れ方を理解できるようにする。
・ニュース検定４級の合格を目指す。

・社会の諸事象の概略をつかみ、まとめる能
力を養う。
・諸問題をその背景となる社会の仕組みや、
実社会での現れ方を理解できるようにする。
・ニュース検定４級の合格を目指す。

・社会の諸事象の概略をつかみ、まとめる能
力を養う。
・諸問題をその背景となる社会の仕組みや、
実社会での現れ方を理解できるようにする。
・ニュース検定４級の合格を目指す。

・社会の諸事象の概略をつかみ、まとめる能
力を養う。
・諸問題をその背景となる社会の仕組みや、
実社会での現れ方を理解できるようにする。
・ニュース検定４級の合格を目指す。

・２０２４年上半期の時事問題を理解する。
・時事問題について調べ学習や討論などを行
い、様々な視点から考察する。
・肯定・批判など自らの立場を明らかにして
意見を述べる。（ディベート、ワールドカ
フェ）

・２０２４年上半期の時事問題を理解する。
・時事問題について調べ学習や討論などを行
い、様々な視点から考察する。
・肯定・批判など自らの立場を明らかにして
意見を述べる。（ディベート、ワールドカ
フェ）

・２０２４年上半期の時事問題を理解する。
・時事問題について調べ学習や討論などを行
い、様々な視点から考察する。
・肯定・批判など自らの立場を明らかにして
意見を述べる。（ディベート、ワールドカ
フェ）

公民 時事ニュース検定

公民 時事ニュース検定 2

高等学校 令和６年度（２学年用）　　 　教科

【思考力、判断力、表現力等】
世の中のニュースに対し、自らの考えを持つことができる。世の中のニュース対する自らの考えを適切に表現すること
ができる。

【学びに向かう力、人間性等】 世の中で起こっていることに関心を持ち、その事項を詳しく知ろうとしている。

毎日新聞出版『ニュース検定＝公式テキスト&問題集　３・４級』 スマートスクール端末

【 知　識　及　び　技　能 】 最新の時事について理解を深める。必要な情報を適切に選択することができる。

西田

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

最新の時事について理解を深める。必要な情報を適切に選択す
ることができる。

世の中のニュースに対し、自らの考えを持つことが
できる。世の中のニュース対する自らの考えを適切
に表現することができる。

世の中で起こっていることに関心を持ち、その事項を詳
しく知ろうとしている。

学
期

月 具体的な指導目標
アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日） 配

当

時

間

評
価

①学習に取り組む状況・ふりかえりの状況

評価方法と割合：

・複数のメディアから情報を入手し、まとめ
ることができる。
・２０２４年１月～３月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２４年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇 〇

1
学
期

〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入
小テスト

6

5

・複数のメディアから情報を入手し、まとめ
ることができる。
・２０２４年１月～３月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇

〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入

〇 〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入

4

6

6

7

・複数のメディアから情報を入手し、まとめ
ることができる。
・２０２４年１月～３月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇

〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入6

・複数のメディアから情報を入手し、まとめ
ることができる。
・２０２４年１月～３月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇 〇

8〇

1
0

・時事問題について経済的視点や政治的視点
など複数の視点から考察する。
・２０２４年４月～８月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇

〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入9

・時事問題について経済的視点や政治的視点
など複数の視点から考察する。
・２０２４年４月～８月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇 〇

〇 〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入

6

8

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①確認テスト
②小テスト

①確認テスト
②提出物の内容
③授業内の発表等

〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入1

1

・時事問題について経済的視点や政治的視点
など複数の視点から考察する。
・２０２４年４月～８月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇 〇

6



・２０２４年上半期の時事問題を理解する。
・時事問題について調べ学習や討論などを行
い、様々な視点から考察する。
・肯定・批判など自らの立場を明らかにして
意見を述べる。（ディベート、ワールドカ
フェ）

・２０２４年の時事問題を理解する。
・時事問題について調べ学習や討論などを行
い、様々な視点から考察する。
・肯定・批判など自らの立場を明らかにして
意見を述べる。（グループディスカッショ
ン、レポート、回し読み新聞作成）

・２０２４年の時事問題を理解する。
・時事問題について調べ学習や討論などを行
い、様々な視点から考察する。
・肯定・批判など自らの立場を明らかにして
意見を述べる。（グループディスカッショ
ン、レポート、回し読み新聞作成）

・２０２４年の時事問題を理解する。
・時事問題について調べ学習や討論などを行
い、様々な視点から考察する。
・肯定・批判など自らの立場を明らかにして
意見を述べる。（グループディスカッショ
ン、レポート、回し読み新聞作成）

63

・時事問題について経済的視点や政治的視点
など複数の視点から考察する。
・２０２４年９月～12月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇 〇 〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入
小テスト

6

2

・時事問題について経済的視点や政治的視点
など複数の視点から考察する。
・２０２４年９月～12月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇 〇 〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入

6

1

・時事問題について経済的視点や政治的視点
など複数の視点から考察する。
・２０２４年９月～12月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇 〇 〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入

1
2

・時事問題について経済的視点や政治的視点
など複数の視点から考察する。
・２０２４年４月～８月までの時事問題につ
いて講義と演習を行う。
・２０２３年の時事問題の解説（政治、経
済、社会）。

〇 〇 〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入
小テスト 6



 科目
教　科： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

組 組 組 組 組 組 組

・公務員採用試験の種類や公務員の仕事内容な
どの理解を深める。
・公務員試験における社会科学・人文科学分野
の演習を実施することを通して、知識を深め
る。
・公民科「公共」「政治・経済」の学習と関連
させ、社会科学分野の知見を深める。

・公務員採用試験の種類や公務員の仕事内容な
どの理解を深める。
・公務員試験における社会科学・人文科学分野
の演習を実施することを通して、知識を深め
る。
・公民科「公共」「政治・経済」の学習と関連
させ、社会科学分野の知見を深める。

・公務員採用試験の種類や公務員の仕事内容な
どの理解を深める。
・公務員試験における社会科学・人文科学分野
の演習を実施することを通して、知識を深め
る。
・公民科「公共」「政治・経済」の学習と関連
させ、社会科学分野の知見を深める。

・公務員採用試験の種類や公務員の仕事内容な
どの理解を深める。
・公務員試験における社会科学・人文科学分野
の演習を実施することを通して、知識を深め
る。
・公民科「公共」「政治・経済」の学習と関連
させ、社会科学分野の知見を深める。

・公務員採用試験の種類や公務員の仕事内容な
どの理解を深める。
・公務員試験における面接、小論文の特徴をつ
かみ、実際に取り組む。
・公民科「公共」「政治・経済」の学習と関連
させ、社会科学分野の知見を深める。

・公務員採用試験の種類や公務員の仕事内容な
どの理解を深める。
・公務員試験における面接、小論文の特徴をつ
かみ、実際に取り組む。
・公民科「公共」「政治・経済」の学習と関連
させ、社会科学分野の知見を深める。

・公務員採用試験の種類や公務員の仕事内容な
どの理解を深める。
・公務員試験における面接、小論文の特徴をつ
かみ、実際に取り組む。
・公民科「公共」「政治・経済」の学習と関連
させ、社会科学分野の知見を深める。

・公務員採用試験の種類や公務員の仕事内容な
どの理解を深める。
・公務員試験における面接、小論文の特徴をつ
かみ、実際に取り組む。
・公民科「公共」「政治・経済」の学習と関連
させ、社会科学分野の知見を深める。

・世の中で起こっている出来事に関心を向け、
出来事に対し、自らの考えを持つ。
・自らの考えを他者と共有し、自らの考えを深
める。
・様々な情報から必要な情報を適切に選択し、
考えを深める際に生かす。

6

3
学
期

2
学
期

1

・2024年に起こった出来事を調べる。
・2024年に起こった出来事に対して、自らの考
えを持つ。
・他者と意見を共有し、自らの考えを深める。

〇 〇 〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入

公民 一般社会
公民 一般社会 2

高等学校 令和６年度（３学年用）　　 　教科

【思考力、判断力、表現力等】
諸資料から読み取った事項を基に、自らの考えをまとめ、他者の意見等をもとに自己調整し、考えを表現する力を身に付
ける。

【学びに向かう力、人間性等】 公務員試験についての関心・意識を高め、公務員試験に合格できるように意欲的に学習に取り組む。

独自作成プリント　スマートスクール端末

【 知　識　及　び　技　能 】
公務員試験で問われる政治・経済についての基本的事項を身に付け、諸資料から必要な知識を読み取る能力を身に付け
る。

佐々木

1
2

・人文科学全般の過去問題に取り組む。
・面接試験の特徴をつかみ、面接練習に望む。
・小論文試験の特徴をつかみ、小論文練習に望
む。

〇 〇 〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入
小テスト

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

6

公務員試験で問われる政治・経済についての基本的事項を身に付
け、諸資料から必要な知識を読み取る能力を身に付けられたか。

諸資料から読み取った事項を基に、自らの考えをま
とめ、他者の意見等をもとに自己調整し、考えを表
現する力を身に付けられたか。

公務員試験についての関心・意識を高め、公務員試験に合
格できるように意欲的に学習に取り組めたか。

学
期

月 具体的な指導目標
アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日） 配

当

時

間

評
価

①学習に取り組む状況・振り返りの状況

評価方法と割合：

・公務員試験に臨むにあたり、過去の採用状況
や試験内容についての確認
・講師等を招いて様々な視点からのガイダンス
を実施し、公務員試験についての特徴をつか
む。
・公民科「公共」「政治・経済」学習した事項
の復習

〇 〇

1
学
期

〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入
小テスト

6

5

・公務員試験に臨むにあたり、過去の採用状況
や試験内容についての確認
・公民科「公共」「政治・経済」学習した事項
の復習
・社会科学（政治系）の過去問題に取り組む。

〇

〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入

〇 〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入

4

6

6

〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入6

・公務員試験に臨むにあたり、過去の採用状況
や試験内容についての確認
・公民科「公共」「政治・経済」学習した事項
の復習
・社会科学（経済系）の過去問題に取り組む。

〇 〇

〇

1
0

・社会科学全般の過去問題に取り組む。
・面接試験の特徴をつかみ、面接練習に望む。
・小論文試験の特徴をつかみ、小論文練習に望
む。

〇

〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入9

・社会科学（国際系）・人文科学系の過去問題
に取り組む。
・面接試験の特徴をつかみ、面接練習に望む。
・小論文試験の特徴をつかみ、小論文練習に望
む。

〇 〇

〇 〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入

7

・公務員試験に臨むにあたり、過去の採用状況
や試験内容についての確認
・公民科「公共」「政治・経済」学習した事項
の復習
・社会科学（国際系）・人文科学系の過去問題
に取り組む。

〇

6

8

8

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①確認テスト
②授業内の発表や小テスト

①確認テスト
②提出物の内容
③授業内の発表等

〇

ワークシートの記述
提出物
授業内での発表
振り返りシートの記入1

1

・社会科学全般の過去問題に取り組む。
・面接試験の特徴をつかみ、面接練習に望む。
・小論文試験の特徴をつかみ、小論文練習に望
む。

〇 〇

6



公民  科目 政治・経済
教 科： 科 目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 1 組〜 7 組
教科担当者：
使用教科書： （ 教科書 実教出版『最新政治・経済』 副教材 実教出版『最新政治・経済 演習ノート』 ）
使用教材： （ ）
科目の目標

評価規準：

1
組

2
組

3
組

4
組

5
組

6
組

7
組

8〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

1

【現代の国際経済】
【国際社会における諸課題の探究】
・国際経済の特質について多面的・多角的
に考察し．表現させる。
・国際経済における日本の役割について多
面的・多角的に考察．構想し．表現させ
る。

・発展途上国の課題と展望
・地球環境問題．資源エネルギー問題
・経済協力と日本の役割
・国際経済格差の是正と国際協力
・イノベーションと成長市場
・持続可能な国際社会づくり

〇 〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

6

1
2

【現代の国際経済】
・貿易の現状と意義．為替相場の変動．国
民経済と国際収支．国際協調の必要性や国
際経済機関の役割について．現実社会の諸
事象を通して理解を深めさせる。

・貿易と国際収支
・外国為替市場の仕組み
・第二次世界大戦後の国際経済
・国際経済の動向
・新興国の台頭
・経済のグローバル化とICTでかわる世界経済

〇 〇 〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

6

8

1
1

【現代の国際政治】
・国際社会の変遷．人権．国家主権．領土
などに関する国際法の意義．国際連合など
の国際機構の役割．安全保障と防衛．国際
貢献について．現実社会の諸事象を通して
理解を深めさせる。

・国際社会と国際法．国際社会の変化
・国際連合と国際協力
・こんにちの国際政治
・人種．民族問題
・軍拡競争から軍縮競争へ
・日本の外交と国際社会での役割

〇 〇 〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

1
0

【現代日本における諸課題の探究】
・経済活動と福祉の向上との関連について
多面的・多角的に考察し．表現させる。

・労働問題と労働者の権利
・こんにちの労働問題
・社会保障の役割と課題
・社会保障の充実
・多様な働き方．生き方
・防災と安全

〇 〇 〇

6〇 〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

2
学
期

9

・政治と法の意義と機能．基本的人権の保
障と法の支配．権利と義務との関係．議会
制民主主義．地方自治について．現実社会
の諸事象を通して理解を深めさせる。

・政治機構と国会
・内閣と行政機能の拡大
・公正な裁判の保障
・地方自治と住民福祉
・政党政治。選挙制度
・世論と政治参加

〇

〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

6

7

・政治と法の意義と機能．基本的人権の保
障と法の支配．権利と義務との関係．議会
制民主主義．地方自治について．現実社会
の諸事象を通して理解を深めさせる。

・自由に生きる権利．平等に生きる権利
・社会権と参政権．請求権．新しい人権
・人権の広がりと公共の福祉
・平和主義と自衛隊
・日米安全保障体制の変化
・２１世紀の平和主義

〇 〇

〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

8

6

5

・経済活動と市場．経済主体と経済循環．
国民経済の大きさと経済成長．物価と景気
変動．財政の働き．租税などの意義．金融
の働きと仕組みを．現実社会の諸事象を通
して理解させる。

・金融の役割
・日本の財政の課題
・日本の経済成長と課題
・中小企業と農業
・消費者問題
・公害防止と環境保全

〇 〇

〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況

6〇

・確認テスト
・小テスト
・提出物の内容
・ふりかえりの状況
・学習に取り組む状況1

学
期

4

【現代日本の経済】
・経済活動と市場．経済主体と経済循環．
国民経済の大きさと経済成長．物価と景気
変動．財政の働き．租税などの意義．金融
の働きと仕組みを．現実社会の諸事象を通
して理解させる。

・経済活動の意義
・経済社会の変容
・経済主体と市場の動き
・企業の役割
・国民所得
・経済成長と国民の福祉

〇 〇

6

【現代日本の政治】
・政治と法の意義と機能．基本的人権の保
障と法の支配．権利と義務との関係．議会
制民主主義．地方自治について．現実社会
の諸事象を通して理解を深めさせる。

・民主政治と法
・民主政治の基本原理
・民主政治のしくみと課題
・世界のおもな政治制度
・日本国憲法の成立
・日本国憲法の基本原理

〇 〇

確認テスト
小テスト

確認テスト
振り返りの記述

レポート

学習に取り組む状況
ふりかえりの状況

学
期

月 具体的な指導目標
アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法
実績（実施日） 配

当
時
間

評
価

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて探究するた
めの手掛かりとなる概念や理論などについて理解するとともに．諸
資料から．社会の在り方に関わる情報を適切かつ効果的に調べまと
める技能を身に付けられたか。

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考
え方や政治・経済に関する概念や理論などを活用して．現実社
会に見られる複雑な課題を把握し．説明するとともに．身に付
けた判断基準を根拠に構想する力や．構想したことの妥当性や
効果．実現可能性などを指標にして議論し公正に判断して．合意
形成や社会参画に向かう力を養えたか。

よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しよう
とする態度を養うとともに．多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される．国民主権を担う公民として．自国を愛し．その平和と繁栄
を図ることや．我が国及び国際社会において国家及び社会の形成に．
より積極的な役割を果たそうとする自覚などを深められたか。

評価方法と割合：
【知識・技能】 全体の３分の１ 【思考・判断・表現】 全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】 全体の３分の１

【思考力．判断力．表現力等】
国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考え方や政治・経済に関する概念や理論などを活用して．現実社会に見られる複雑な課題を把握
し．説明するとともに．身に付けた判断基準を根拠に構想する力や．構想したことの妥当性や効果．実現可能性などを指標にして議論し公正に判断して．合意
形成や社会参画に向かう力を養う。

【学びに向かう力．人間性等】
よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに．多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される．国民
主権を担う公民として．自国を愛し．その平和と繁栄を図ることや．我が国及び国際社会において国家及び社会の形成に．より積極的な役割を果たそうとする
自覚などを深めさせる。

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

（６組：佐々木） （７組：梅林）

プリント．スマートスクール端末

【 知 識 及 び 技 能 】 社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための手掛かりとなる概念や理論などについて理解するとともに．諸資料から．社会の在り方
に関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
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（１組：梅林） （２組：舟山） （３組：舟山） （４組：佐々木） （５組：舟山）


